
科目名 家庭基礎 

必履修 

学校必履修 

選択必履修 

使用 

教材 

新 Agenda 家庭基礎（実教出版） 

生活学 Navi2026（実教出版） 

学年 

学級 
２年全クラス 単位数 ２ 

教科 

担当 
和地 雅美 

 

期 間 授  業  計  画 到達目標 

１ 

学 

期 

中間考査 

まで 

生活設計 

1 章 自分・家族 

 ・これからをどう生きるか  

・青年期の自立 

 ・社会の変化と家族  

・家族・人生・生き方と法律  

・多様な課題を抱える家族・家庭 

・多様な生き方を保障する社会へ 

・生涯を見通しながら、様々な生活課題に対して適切

に意思決定し、責任を持って行動することが重要で

あることを理解する。 

・青年期の自立について考え、自立や生活スキルの獲

得には他者への助けを求める力が必要不可欠なこと

にも目を向けている。 

・家族を取り巻く課題について理解し、社会の変化と

自分の現在や未来へのかかわりに気づき、よりよい

生き方を模索することができる。  

期末考査 

まで 

3 章 高齢者 

 ・高齢者を知る 

 ・高齢社会の現状と課題 

 ・高齢者の尊厳と自立の支援 

 ・高齢者を支える制度としくみ 

6 章 衣生活 

 ・衣生活を見直す 

 ・衣服の機能と着装 

 ・衣服の材料と成り立ち 

 ・衣服の管理 

 ・安心して衣服を着るために 

 ・これからの衣服 

・高齢期の心身の特徴、高齢者の尊厳などを理解する。 

・高齢者福祉の現状と課題について理解し、生活を支

える制度について考える。 
 
・衣服の機能や材料について理解し、健康や安全、状

況に配慮した適切な衣服を選択できる。 
・基礎的な縫製技術を身につける。 
・衣服の表示を正しく読み取り、適切な衣服管理がで

きる。 
・入手から廃棄までを意識し、環境に配慮した衣服選

択について考える。 

２

学

期 

中間考査 

まで 

8 章 消費・環境 

 ・お金の管理とライフデザイン 

 ・暮らしと経済のかかわり 

 ・意思決定と契約 

 ・購入方法の多様化 

 ・消費者問題・消費者保護 

 ・持続可能な社会を目指して 

 ・消費者市民社会 

4 章 社会福祉 

 ・生活を支える福祉と社会保障制 

・家計の構造や生活における経済と社会との関わり、
家計管理の重要性について理解する。 

・意思決定や契約について理解し、自分の生活に結び
つけて考える。 

・消費者問題の現状と課題について考え、消費者の権

利と責任について理解する。 
・暮らしと環境問題について理解し、環境に配慮した

消費行動ができる。 

・日本の社会福祉制度について理解し、社会福祉の理念を

もとに全ての人と共に生きる社会を考えられる。  

期末考査 

まで 

5 章 食生活 

・栄養と食品 

 ・栄養素のはたらきと食品の栄養 

 ・食品の選択 

 ・食品の安全性 

 ・食事をつくる 

 

・自分の食生活を振り返り、課題について考察する。 

・日常用いられる食品の栄養素的特質や調理上の性質

について科学的視点から理解する。 

・調理の基本的な技術を身につける。 

・食中毒について理解を深め、健康・安全を考えた食

生活ができる。 

３

学

期 

学年末考査

まで 

２章 子ども 

・子どもの心と体の発達 

・子どもの生活 

・子どもと遊び 

・子どもの育つ環境と社会 

・子どもの権利と福祉 

7 章 住生活 

・住まいの選択 

・ライフスタイルと住まい 

・様々な家族・さまざまな住まい 

・住まいの安全・安心 

・住環境の安全・安心 

・子どもの発達の特徴や遊びの意義をとらえ、発達に

応じた援助に必要性を理解している。 

・子どもの育つ環境と社会についての課題の解決方法

を考えることができる。 

 

・安全で快適な住生活を送るための知識を身につけ、

環境にも配慮した住生活を送ることができるように

する。 

 
 

 

学習のポイント（授業中や家庭学習の方法） 

生活の自立をめざし、自分らしく主体的に生きる力を身に付けましょう。また、社会の課題と生活を結び付けて考え、

持続可能な社会を目指して、解決する方法を考えましょう。そして、学習したことを実践しましょう。評価については、

授業への取り組み、提出物、考査など総合的に評価します。提出物は必ず出してください。 



 

ルーブリック評価 

評価の観点 知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度 

立高生として育
成したい素養の
うち教科で重点
的に育成する素
養 

人間の生涯における生活の営

みを総合的に捉え、生活を主

体的に営むために必要な知識

と技能を身に付ける。 

生涯を通して、家庭や地域、

社会における課題を設定し、

解決策を講じたり理論的に

表現したりする。 

様々な人と協働し、地域社会に参

画しようとするとともに、自分や

家庭や地域の生活向上を図る実

践的態度を養う。 

評価規準 

人の一生と家族・家庭及び福
祉，衣食住，消費生活・環境
などについて，生活を主体的
に営むために必要な基礎的な
理解を図るとともに，それら
に係る技能を身に付けてい
る。 

家庭や地域及び社会におけ
る生活の中から問題を見い
だして課題を発見し，解決策
を構想し，実践を評価・改善
し，考察したことを根拠に基
づいて論理的に表現するな
ど，生涯を見通して課題を解
決する力を身に付けている。 

様々な人々と協働し，よりよい社
会の構築に向けて，地域社会に参
画しようとするとともに，自分や
家庭，地域の生活の充実向上を図
ろうとする実践的な態度を身に
付けている。 

A 

立高
生と
して
目指
すべ
き目
標 

４ 

生活を主体的に営むために必
要な知識と技能を十分身に付
け、それを活用できる。また、
問題意識をもち、改善のため
に努力できる。 

家庭や地域及び社会におけ
る生活の中から問題を見い
だして課題を発見し，解決策
を適切に見出だすことがで
きる。また、論理的でわかり
やすい表現で、活用方法を論
ずることができる。 

 様々な人々と協働し，よりよい
社会の構築に向けて，地域社会に
参画しようとする態度を身に付
けている。また、自分や家庭，地
域の生活の充実向上を図ろうと
積極的に行動している。 

B 

立高
生と
して
求め
る標
準 
  

３ 

生活を主体的に営むために必
要な知識と技能を身に付け、
それを活用できる。また、問
題意識をもち生活ができる。 

家庭や地域における生活の
中から、問題を見いだして課
題を発見し，解決策を論じ、
活用することができる。 

 様々な人々と協働し，よりよい
社会の構築に向けて，地域社会に
参画しようとしている。また、自
分や家庭，地域の生活の充実向上
を図ろうとする態度が見られる。 

２ 
生活を主体的に営むために必
要な知識と技能を身に付けて
いる。 

家庭生活から問題を見いだ
し，解決策を提案することが
できる。 

 様々な人々と協働し，よりよい
社会の構築に向けて寄与しよう
とする態度をある程度身に付け
ている。 

C 

立高
生と
して
初歩
的段
階 

１ 
生活を主体的に営むために必
要な知識と技能を身に付けよ
うとしている。 

家庭生活から問題を見いだ
し、解決策を提案しようとし
ている。 

様々な人々と協働し，よりよい社
会の構築に向けて寄与しようと
する態度を身に付けようとして
いる。 

 

評価方法 
 

考査・レポート・作品・発表
学習・プリントなど 

考査・レポート・作品 
発表学習・プリントなど 

レポート・作品・発表学習・ 
プリントなど 

観点別評価 
4 段階で評価し、最終的に
A,B.C で記載する 

4 段階で評価し、最終的に
A,B.C で記載する 

4 段階で評価し、最終的に A,B.C
で記載する 


